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未利用資源を利用した快適機能性繊維素材の開発（第３報） 

 

山内寿美、林 浩司 

 

Development of functional textile product using unused resources（Ⅲ） 

 

Hisami YAMANOUCHI and Koji HAYASHI 

 

当センターと地場の繊維産業の企業とで、環境に配慮した社会的に責任のもてるモノづくりを目指した「エシカルライフ

研究会」を組織している。その中で昨年度まで、放置竹林の竹材活用に着目し、爆砕による竹繊維の取り出しと、他糸との

混紡や諸撚り、及び酵素加工した生地を用いた衣料への応用についての研究と、いままで利用されることのなかった間伐

材の木質系繊維資源を使った不織布を作製し、機能性について検討を行ってきた。 

今年度は、その不織布の機能性を活かした商品アイテムの検討と、製品化にあたってのモニター調査を行った。 

 

１．はじめに 

岐阜県は、紡績、織物・ニット製造、染色加工、アパレル

に至る繊維産業の川上から川下の企業が集積する全国でも

まれにみる産地を有する。この強みを活かしたモノづくりを

することを目的に、当センターと県内の繊維関連企業4社で

研究会を組織している。 

昨年度まで、地域の天然素材を利用した製品づくりを目

指し、将来的には県内における放置竹林問題の解決の一

助となるよう、竹の爆砕による繊維化を試みた。爆砕し開繊

したわたと超長綿の混紡糸を作製し、繊維の脱落やチクチ

ク感などの問題点を、レーヨンとの諸撚りや生地の酵素加工

により改善してきた。 

また、一方で未利用資源を用いた不織布についても検討

を行い、県内で多く生産される住宅建築用針葉樹の加工工

場から出るスギ・ヒノキ間伐材の粉末を、合成繊維のウエブ

の間に挟む方法により、機能性不織布の開発を検討した。

その結果、抗菌性と消臭性について、ともに高い機能性を

有することが明らかになった。 

そこで本年度は、この不織布の機能性を活かした商品ア

イテムの検討と、製品化にあたってのモニター調査を行った。

具体的には、洗濯後に粉末の脱落により抗菌性が低下した

ことを考慮して、使い捨てのペット用排泄シートに応用する

ことを検討した。 

ペット市場はここ数年拡大傾向にあり、中でもネコの人気

が高まってきている。ネコを被写体とした写真展が、主催者

側の想定を超える来場者があったことなどから、ネコブーム

の到来と、それに付随する飼育用品の市場は拡大傾向にあ

る。しかし一方で、捨てネコの増加も問題となっており、こうし

た、捨てネコに対する社会的な支援活動を行っているネコ

カフェも、岐阜市内に存在する。当ネコカフェは、地域の捨

てネコの保護団体と協力して、保護されたネコの新しい飼い

手を見つけることを目的とした店舗である。店舗の飲食代や

雑貨の売り上げを、保護活動資金に充てるという仕組みづく

りを行っている。 

店内には、捨てられていて保護されたネコが、常時十数

匹自由に行動しており、来店者は、気に入ったネコを譲り受

けることが可能である。その際に、飼育に必要なシステムトイ

レや排泄シート、ネコ砂などをセットにした販売も行っている。

そのうちのネコ砂は、本研究で不織布に使用したスギ・ヒノキ

間伐材からできた木質ペレットを用いており、店舗の経営者

は県産品へのこだわりを持っている。 

 

２．実 験 

２．１ 不織布の作製 

不織布製排泄シートの代替品としてのモニター調査を行

うため、木粉入り不織布を作製した。第2報に記載の方法と

同様に、合成繊維を使用して作成したウェブの上に、図1に

示す短繊維等積層装置を使用して、スギ・ヒノキ間伐材の混

合粉末（地域の間伐材を有効利用するため、固形燃料等を

生産する工場の粉じん）を均一に振り落とした上に、更にもう

一枚のウェブを積層した後、ニードルパンチ加工を行った。

今回排泄シートとして使用するにあたり、不織布から排泄物

の漏れを防ぐために、ニードルパンチ加工後、裏面に透明

の防水シートを貼りつけた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 短繊維積層装置 
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２．２ モニター調査 

２．２．１ 店舗でのモニター調査 

図2にネコが使用するトイレ(システムトイレ)を示す。

ネコはシステムトイレ上段のネコ砂の上で排泄すると、

排泄物は、中間のスノコを通過し、下段の引き出しに入

れた市販の排泄シートで受ける仕組みになっている。店

舗に常時いるネコの数は15匹程度で、店内では6台のシス

テムトイレを使用しているので、トイレ1台に付きネコ2

～3匹が使用することになる。 

店舗では、上段のネコ砂に、今回不織布の試作に使用 

した粉末と同じ原料でできた木質ペレットを用いている。

ネコが排泄すると、木質ペレットが砕けて粗い粉末状に

なり、下段の排泄シート（吸水ポリマー入り、裏面防水

シート）上に落ちるので、排泄物と砕けた木質ペレット

が混じったものを、シートごと丸めて可燃ごみに出して

いる。 

 今回のモニター調査は、下段の排泄シートの代わりに

試作した不織布を敷いて、店内の排泄物のにおいが最も

気になる6月から7月に実施し、サンプルごとに使用期間、

におい、裏面からの漏れ具合、厚みについてアンケート

で調査した。使用状況を図3に示す。 

 

図2 システムトイレ    図3 使用状況 

 

２．２．２ 一般家庭でのモニター調査 

ネコを1～2匹飼育する6家庭において、10月から11月の

期間で、1家庭につき同じ単位面積当たりの質量で粉末含

有量の違う（全体重量の50％と25％）モニターサンプル2枚

を配布し、以下のような項目について調査を行った。 

[モニター調査の項目] 

○現状について 

・飼育するネコの数 

・現在使用しているシートのメーカー名、価格、購入場所 

・     〃         取替頻度 

・モニターサンプル同士2枚の比較 

○モニターサンプルそれぞれについて 

・使用期間 

・におい、裏からの漏れ、厚みについてどうか 

・現在使用しているシートと比べてどうか 

３．結果及び考察 

３．１ 店舗モニター用不織布の作製 

粉末を挟むウェブ素材の違いを検討するため、合成繊維

には、ポリプロピレン(PP,6d,64mmカット）及び、ポリエステル

（Ｅ,3d,50mmカット）の二種類の合成繊維を使用し、単位面

積当たりの質量目付及び粉末含有量を変えて表1に示す不

織布を作製した。図4に外観を示す。いずれの不織布も、ニ

ードルパンチ加工時に、ニードルが折れることなく不織布の

作製をすることができた。 

 

表1 店舗モニター用不織布の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4 モニター用不織布の外観(左：表面  右：裏面) 

 

３．２ 店舗でのモニター調査結果 

モニター調査の結果を表2に示す。 

排泄シートを交換する頻度は、店内で飲食をする関係

上清潔さを保つため、市販シートは毎日取り換えを行っ

ていた。それに対しモニター評価用サンプルは、合成繊

維の素材、単位面積当たりの質量や粉末含有量に関わら

ずにおわない結果となり、粉末の消臭機能が有効に働い

たと考えられ、そのため２日間使用することができた。 

素材については、PP製は質感が硬く裏漏れが少なかっ

た。一方E製は繊度が細かいため柔らかで型崩れしやすく、

裏漏れもしやすい結果となった。 

サンプル
名

合成繊維
の種類

単位面積当たりの質
量（ｇ／㎡）

粉末含有
量(％)

PP店舗１ PP ２８５ ５０

PP店舗２ PP ２８１ ４９

PP店舗３ PP １９０ ２５

PP店舗４ PP ５６４ ５０

PP店舗５ PP ５６７ ５１

PP店舗６ PP ３６２ ２３

E店舗７ PET ３００ ５０

E店舗８ PET ３００ ５０

E店舗９ PET ２００ ２５

E店舗１０ PET ５６９ ５０

E店舗１１ PET ５７１ ４８

E店舗１２ PET ４２６ ２８
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表2 店舗でのモニター調査結果 

サンプル名

単位面積
当たりの
質量（ｇ
／㎡）

粉末含有量(％)

使用期
間
(日)

においについて
◎におわない
○あまりにおわない

△少しにおう
×におう

裏漏れについ

て

○なし
×あり

厚さについて

ちょうど良い

ちょうど良い

ちょうど良い

ちょうど良い

本体がよじれて

粉と尿が漏れた

サンプル 　　　　アンケート結果

PP店舗１ ２８５ ５０ ○ ○
PP店舗２ ２８１ ４９ ◎ ○
PP店舗３ １９０ ２５ ◎ ×
PP店舗４ ５６４ ５０ ◎ ○
PP店舗５ ５６７ ５１ ◎ ○
PP店舗６ ３６２ ２３ ◎ ○
E店舗７ ３００ ５０ ○ ○
E店舗８ ３００ ５０ ◎ ○
E店舗９ ２００ ２５ ◎ ○
E店舗１０ ５６９ ５０ ◎ ×
E店舗１１ ５７１ ４８ ◎ ×
E店舗１２ ４２６ ２８ ◎ ×

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

 

３．３ 一般家庭でのモニター用不織布の作製 

店舗でのモニター実施の後、今後の市場展開を考えて、

様々な飼育条件下にある一般家庭においてもモニター調

査を行うこととし、不織布を作製した。合成繊維には上

述のとおり、裏漏れの少なさ、及び価格の面からPP繊維

を使用し、単位面積当たりの質量及び粉末含有量の異な

る不織布を12枚作製した。表3に詳細を示す。 

 

表4 一般家庭でのモニター調査結果 

表3 家庭モニター用不織布の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．４ 一般家庭でのモニター調査結果 

6家庭にモニター評価を依頼し、5家庭から回答が得ら

れた。結果を表4に示す。 

各家庭により、使用するネコ砂や排泄シートの種類も

様 （々一枚10円～100円の消臭タイプ）で、一週間を交換

の目安にしている家庭が多い。モニター評価サンプルは、 

市販品同等の一週間程度使用した家庭が、5家庭中2家

庭、2～3日間程度使用が１家庭、中には、市販シートよりも

モニター評価用シートの交換期間が長い結果も１家庭あっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サンプル名
合成繊維
の種類

単位面積当たりの質
量（ｇ／㎡）

粉末含有量
(％)

PP家庭A PP ５３５ ５３

PP家庭B PP ５９３ ５１

PP家庭C PP ４０５ ２５

PP家庭D PP ３７６ ２４

PP家庭E PP ３５０ ５１

PP家庭F PP ３２６ ４９

PP家庭G PP ３２２ ５０

PP家庭H PP ３１４ ５２

PP家庭I PP ２２９ ２８

PP家庭J PP ２０７ ２７

PP家庭K PP ２０５ ２５

PP家庭L PP １９４ ２６

サンプル
名

単位面積
当たりの
質量

（ｇ／
㎡）

粉末含有
量(％)

モニ
ター

飼育
数
(匹)

モニ
ター評
価サン
プルの
使用期
間(日）

現行品
の使用
期間
（日）

においに
ついて
◎におわな
い
○あまりに
おわない
△少しにお
う
×におう

裏漏れにつ

いて
○漏れなし
△少し漏れ
た
×漏れた

厚さに
ついて

現行と比べ
てモニター
サンプルは
どうか
○よい
△どちらと
もいえない
×悪い

モニター評
価用サンプ
ル同士の比
較

コメント

良い △

良い △ ○
PP家庭K ２０５ ２５ ４ ◎ ○

1日目でにおい有、
3日目で漏れた

PP家庭G ３２２ ５０

Mさん ２

３
－

◎ ○

2日目でにおい有、
3日目で漏れた

PP家庭L １９４ ２６ ２ × × 薄い ×
７

× × 薄い × ○

良い △ ベタっとした感じ
有

PP家庭F ３２６ ４９

Yさん ２

３

良い △ ○
思ったよりにおい
が気にならなかっ
た

PP家庭J ２０７ ２７ ６ ○ ○

捨てる時厚すぎて
重い

PP家庭E ３５０ ５１
Nさん １

６
７

○ ○

端の処理が悪く
ケースに収まらな
い

PP家庭D ３７６ ２４ ４ △ △ 厚い △
３

○ ○ 良い △ ○

- △ 傾けるともれる

PP家庭B ５９３ ５１
Hさん ２

４

- △ ○ 傾けるともれる

PP家庭C ４０５ ２５ ７ △ ○

アンケート結果

PP家庭A ５３５ ５３
Uさん １

7
7

◎ ○

サンプルデータ モニターデータ

＝

＞

＜

＜
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においに関しては、モニター評価用サンプル１０点のうち、

６点が「におわない(◎)」「あまりにおわない(○)」と回答され、

残りの４点が「におう(△)」「かなりにおう(×)」と回答された。

また、モニター評価用サンプル同士２枚の比較において、

粉末の含有率が25％より50％のものの方がにおわないと全

ての家庭が回答した。モニター評価用サンプルと現行シート

を比較してどうか、という問いに対して、５家庭中４家庭が「ど

ちらともいえない(△)」と答え、１家庭が劣る(×)と回答した。

今後は、上記の結果をさらに分析しながら、商品化に向けた

試作条件の検討を行う。 

 

４．まとめ 

スギ・ヒノキ間伐材の粉末を用いて、ウｪブ繊維の間に挟

む方法で不織布を作製した。抗菌性と消臭性を活かした商

品アイテムを検討し、ペット用の使い捨てシートに応用する

こととした。 

ネコカフェと一般家庭においてモニター調査を行い、ネコ

カフェでの調査では、におい、交換頻度ともに減少し良好な

結果であった。市販品との比較調査を行った家庭モニター

では、市販品と同等もしくは多少機能性に劣るところも見受

けられた。今後この結果を活かして、未利用資源を使用して

いることをアピールする方向性の商品化について研究会で

検討する。 
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